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牌内移植肝細胞の生着状態を評価する検査として９９mTc-PMTによる肝胆道シンチグ

ラフィーの有用性を実験的に検討した．

その結果，肝細胞を移植された牌はtimeactivitycurveが軟部組織にくらべ高値を示

すことで認識され，移植後の自然増殖により生着量が増すとそのcurveの減衰が緩慢とな

った．シンチグラムで肝細胞の移植された牌を同定するには，組織学的に索構造が再構築
された小集塊を認める程度に増殖している必要があった．しかし生着量の微妙な差をあら

わす指標をラットのtimeactivitycurveから見出すことは困難であった．
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致死的な先天性肝代謝異常モデルであるascor‐

bicacid(ASA)生合成酵素欠損ラット(ODS‐

｡d/･d)1)に対する正常肝細胞の牌内移植では’牌内

における肝細胞の占拠面積が約'5％に達してから

はＡＳＡの補充療法を中止してもラットは生存でき

た2)，ヒトにおける牌内肝細胞移植を考えた場合，

たとえば先天性肝代謝異常に肝細胞移植を施行し

たあと，食事療法や薬物療法などを打ち切る時期

を判断するには，牌内移植肝細胞の生着と機能を

評価する非侵襲的検査が必要になることが想定さ

れる．

すでに実験的には99mTc-HIDAscintigraphyの

有用性が報告されている3~5)．今回これより毒性

が少なく，血中クリアランスおよび肝から胆道へ

の移行がはやく，そのうえ腎への集積が少ない

という理想的な肝胆道シンチグラム製剤である

99mTc-N-pyridoxyl-5-methyltryptophan(PMT)6）

を用いて，移植後生着をより詳細に評価すること

が可能か否か検討した．

実験動物と方法

donorとして10週齢Wistar系雄性ラットを用

い，Seglen7)の方法に準じ肝細胞を分離した．
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Hanks液に浮遊したviability80～90％の肝細胞

１×107個/0.2ｍｌを同週齢Wistar系雄性ラット

の牌内へ25-gauge針で直接注入し移植した．そ

して，

①移植後２，５，１７カ月後のラットと未処置

ラット(各ｎ＝1)に99ｍＴｃ－ＰＭＴ１１ＭＢｑ/kｇを陰

茎静脈より注入し，その60分後牌臓を摘出しその

中央部の組織約０．１９の残存放射能を自動ウェル

型シンチレーションカウンター(アロカ社)によっ

て測定した．

②また移植後３，４，５，６，１７カ月のラットと

未処置ラット(各ｎ＝2)を背臥位としエーテル麻

酔下で開腹し，牌を腹壁上へ引き出し牌後面には

厚さ２ｍｍの鉛板を置いてshieldとした．そし

て肝辺縁と牌中央，および軟部組織として右頚

部に５ピクセル×５ピクセルのregionofinterest

(ＲＯＩ)を設定し，前述と同量の99mTc-PMTを静

注した直後からディジタルガンマカメラ（日立

GammaView-D)とデータ処理装置(日立ＨARP）

を用いてtimeactivitycmve(時間放射能曲線)と

全身シンチグラムを得た．

③測定後牌はホルマリン固定し組織学的に検

索した．

結果

①摘出牌組織の残存放射能の値は，コントロ
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